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中部プラント
供用開始（S12）
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2,253km(R4)
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北西部プラント
供用開始(H15)

中部プラント
改築着手(H19)

中部プラント
改築完了(R1)

特 集 岐阜市の上下水道   事業の現状と取組み

水道事業について
す い  ど う  じ   ぎ ょ う

1
岐阜市の水道は、昭和３年に鏡岩水源地の建設工事に着手して以来、良質で豊富な長良川の
伏流水や地下水を水源としています。現在では、地形や施設の効率性を考慮して、給水区域
を６つに分け、１７箇所の水源地と２１箇所の加圧施設、４０箇所の配水池を配置しています。
水道は、生活に不可欠な水を安定的に供給する施設であり、安全な水道水を供給することで
皆様の快適な生活を支えています。

給水戸数は増加している一
方、人口減少や節水型社会
の進展により、さらなる使
用水量の減少が見込まれる
ことから、今後経営が厳しく
なることが予想されます。
事業効率化や経費削減など
に努め、持続可能な水道事
業の運営に取り組みます。

概　要

水道施設の老朽化・耐震化状況

水道の利用状況

４４％ ６６％ ９４％
６８％
４６％

鏡岩水源地管理棟の改築後は、

年間約24km（更新率1％）
の水道管を更新

○ 水源地の耐震化率

○ 配水池の耐震化率

○ 管路全体の耐震管率

○ 基幹管路の耐震管率
  （令和4年度末の基幹管路延長 132㎞） （60km） （2km） （62km）

１８％
（432km）

５％ＵＰ
（120km）

７６％
４７％

（552km）

【H30】 【R4】 【R6(予定)】

８１％
本荘配水池の耐震化後は、

5％ＵＰ

法定耐用年数40年を経過する水道管

耐震化の状況

（約1,740km）72％総延長の
【令和24年度末】

（約512km）21％総延長の
【令和4年度末】

更新しない場合、20年後には…

老朽管からの漏水

耐震化が完了していない水道施設

柳津水源地管理棟

年度別水道管布設延長

老朽化の状況

鏡岩水源地
通水（S5）
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27簡易水道設立
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雄総水源地雄総水源地

通水（H4）

通水（S28）

（S31～S39）（S31～S39）

本荘水源地
通水（S55）

市橋水源地

【令和４年度】

 ○ 給水戸数
 　 　約１６０，７１１戸
 ○ 年間使用水量
 　 　約３，８５３万㎥
 ○ １戸 月当たり平均
 　 　・使用水量 　　 約２０㎥
 　 　 （風呂１回２００ℓ×１００回分）
 　 　・水道料金   約２，９３０円

下水道事業について
げ 　  す い  ど う

2
岐阜市の水道についての詳細は、

水のこえ第51号、第52号をチェック‼

水のこえ第51号 水のこえ第52号

昭和50年代から
平成10年代後半までに
布設された管が多い‼

解説ポイント
昭和40年代初めから
平成10年代後半までに
布設された管が多い‼

解説ポイント
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約4.4％減少約4.4％減少

給水戸数（戸）
使用水量(万㎥)

使用水量DOWN!

給水戸
数UP
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岐阜市の下水道は、昭和９年に当時では画期的な汚水と雨水を分けて処理する分流式下水
道を日本で最初に採用しました。現在では、処理区域を4つの処理区と流域下水道に分け、
４箇所の下水処理場と２箇所の汚水ポンプ場を配置しています。
下水道の整備により、公衆衛生の向上、公共用水域の水質保全など、皆様の快適な生活に
寄与しています。

下水道の利用戸数は増加し
ている一方、人口減少や節水
型社会の進展により、さらな
る排水量の減少が見込まれ
ることから、今後経営が厳し
くなることが予想されます。
事業効率化や経費削減など
に努め、持続可能な下水道事
業の運営に取り組みます。

概　要

下水道施設の老朽化・耐震化状況

下水道の利用状況

法定耐用年数50年を経過する下水道管

耐震化の状況

（約1,207km）54％総延長の
【令和24年度末】

（約325km）14％総延長の
【令和4年度末】

更新しない場合、20年後には…

老朽管からの漏水

年度別下水道管布設延長

老朽化の状況

【令和４年度】

 ○ 利用戸数
 　 　約１６４，５０６戸
 ○ 年間排水量
 　 　約４，２９３万㎥
 ○ １戸 月当たり平均
 　 　・排水量   　　  約２1㎥
 　 　 （風呂１回２００ℓ×１０5回分）
 　 　・下水料金   約３，２３０円

岐阜市の下水道についての詳細は、
水のこえ第53号をチェック‼

水のこえ第53号

利用戸数と排水量

老朽管の状況

５８％

４３％

○ 処理場（揚水・沈殿・消毒施設）の耐震化率

○ 重要な幹線管の耐震化率
 （令和4年度末の重要な幹線管渠延長 341㎞） （138km） （16km） （154km）

２％ＵP

５８％

４５％

※処理場については、老朽化した設備の更新を行っており、今後、施設の改築に合わせて耐震化を
   行う予定です。

【H30】 【R4】 耐震化が完了していない下水道施設

北部プラント水処理棟

老朽化対策、耐震化を進めるため、 今後も計画的に改築・更新に取り組みます。老朽化対策、耐震化を進めるため、今後も計画的に改築・更新に取り組みます。

給水戸数と使用水量

供
北部プラント
供用開始(S41)

南 部プラント
供用開始(S48)

須賀ポンプ場
供用開始(S61) 供

則武ポンプ場
供用開始(H2)

供
流域下水道
供用開始(H3)
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２３％

1％ＵＰ
8％ＵＰ

22％ＵＰ 28％ＵＰ 維 持※
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